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７月３日に、一万円、五千円、千円の３券種を改刷される予定です。 

新一万円札には、生涯において５００もの企業設立などにかかわり、“日本近代社会の創造者”と言

われる渋沢栄一。新五千円札には、生涯を通じて、女性の地位向上と女子教育に尽力した教育家、津田

梅子。新千円札には、破傷風を予防･治療する方法を開発した微生物学者で、“近代日本医学の父”と呼

ばれている北里柴三郎が採用されます。 

  

＜渋沢栄一はどんな人物？＞ 
 埼玉県深谷市出身。日本の実業家。江戸時代末期に農民から武士に取り立てられ、一橋

慶喜に仕える。27歳の時、第15代将軍となった徳川慶喜の実弟徳川昭武に随行し、パリ万

国博覧会を見学するほか欧州諸国を訪問。明治維新が起こり、欧州から帰国すると、静岡

に「商法会所」を設立。その後、明治政府に招かれ、井上馨のもと、大蔵省の官僚として、

造幣、戸籍、出納など、さまざまな政策立案を行い、新しい国作りに深く関わります。 

退官後は実業界に転じ、第一国立銀行、東京商法会議所、東京証券取引所などの企業や団体を設立・

経営。生涯に約500社の企業に関わったとされ、「日本近代社会の創造者」と称されます。同時に約600

の教育機関や社会公共事業、研究機関等の設立・支援にも尽力。「論語と算盤」の言葉に代表される「道

徳経済合一」の思想でも知られています。 

 

＜津田梅子はどんな人物？＞ 
東京出身。日本の女子教育家。女子英学塾（現・津田塾大学）の創設者。 

幕末の農学者で、江戸幕府の外国奉行支配通弁（通訳官）を務めていた津田仙、初子

夫妻の次女。1871年、6歳の時に日本最初の女子留学生として岩倉遣外使節団と共に渡米。

ワシントン近郊のジョージタウンに住むランマン夫妻の元に約11年間滞在し、17歳で帰

国。華族女学校教授に就任します。 

女性の地位を高めるために自分自身の学校を作りたいと願う梅子は再度留学を決意。1889年、再渡米

し、ブリンマー大学で生物学を専攻。その際に執筆した論文が英国の学術雑誌に掲載されたため、「欧

米の学術雑誌に論文が掲載された最初の日本人女性」と言われている。1892年に帰国。華族女学校、女

子高等師範学校（現・お茶の水女子大学）で教鞭を執った後、1900年、女子英学塾を創設。生涯を通じ

て、女性の地位向上と女子高等教育に尽力しました。 

 

＜北里柴三郎はどんな人物？＞ 
熊本県小国町出身。「近代日本医学の父」と呼ばれる微生物学者・教育者。 

肥後国阿蘇郡小国郷北里村（現在の熊本県阿蘇郡小国町北里）の庄屋の長男に生まれ、

幼少期は、四書五教などの儒教を学びます。1871年、18歳で古城医学所兼病院（現・熊

本大学医学部）にて、オランダ人軍医マンスフェルトに師事し、医学の道へ。1874年、

東京医学校（現・東京大学医学部）入学。在学中に予防医学を生涯の仕事とすることを

決意し、卒業後は内務省衛生局に勤務します。 

1885年からドイツのベルリン大学に留学し、コッホに師事。1889年、世界初の破傷風菌培養に成功し、

翌年には破傷風菌抗毒素を発見して世界を驚かせます。さらにそれを応用して血清療法も確立。1892年

に帰国後、伝染病研究所を創立。1894年には、ペストの原因調査のため香港に赴きペスト菌を発見しま

す。その後、慶応大学医学部の創設、日本医師会などの医学団体や病院の設立など、社会活動も積極的

に行いました。                             ※国立印刷局ＨＰより 
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今年の節分は、２月３日（土）。太陰太陽暦では立春に最も近い新月を元日とし、

新年の始まりであることから、一般的に立春の前日に節分の行事が行われるようにな

りました。 

一般的に邪気を払い、無病息災を願う行事、といわれており、いにしえより「季節

の変わり目は邪気が入りやすい」と考えられ、また「この時期（2月上旬）はまだ寒く体調を崩しやすい」

ことから新年を迎えるにあたって、邪気を祓い清め、一年間の無病息災祈る行事として追儺（ついな）

という行事が行われてきました。いつの頃からか、追儺は豆をまいて鬼を払い無病息災を願う「節分」

という行事として庶民の間に広まり定着しました。 

この節分は２月３日というイメージが強いですが、２月２日や４日になる年も稀にあり、日にちは固

定ではありません。２０２１年は、なんと１８９７年以来、１２４年ぶりに２月２日が節分でした。ち

なみに、１９８４年は２月４日で、２０２１年はそれ以来３７年ぶりに２月３日以外が節分でした。 

≪ 保護者の皆様へ ≫ 

○能登半島地震の募金活動（報告） 

１/１５～１９に生徒会が中心となって「令和６年能登半島地震」の被災された方々に対して募金活動

をした結果、７５,６８４円の義援金が集まりました。このお金は日本私立中学高等学校連合会を通じて

被災された学校とその生徒を対象に災害見舞金として贈られます。ご協力ありがとうございました。 

○体調管理について 

先月号でも書きましたが、これからの季節は気温が下がり、乾燥した空気がインフルエンザの流行を

誘う時期でもあります。新型コロナウイルスなのかインフルエンザなのかの区別がつかないことも想定

されています。体調管理にはこれまで以上に十分注意を払っていただきたいと思います。何か健康上の

問題で心配な点がございましたら担任までご連絡ください。なお、「学校伝染病の診断書及び証明書」

は、本校ＨＰに掲載してあります。医師からインフルエンザ等の診断を受けた場合は必要に応じてダウ

ンロードして、ご利用ください。 

 

≪ ２月行事予定 ≫   ～ 期末試験に向けて勉学に励もう！ ～ 

日 曜 行 事 内 容 

１ 木 中学Ⅱ期入試合格発表 

２ 金 高校入試合格発表 

６ 火 入試追試験 

９ 金 漢字検定③（午後） 

１０ 土 美濃加茂学園杯中学校剣道大会  進研共通テスト模試（２年） 

１４ 水 カジュアルデー 

１７ 土 新入生制服採寸（午前） 

１９ 月 後期期末試験時間割発表 

２５ 日 国公立二次試験（～２６日） 

２８ 水 後期期末試験一部 

２９ 木 卒業式予行・表彰式・同窓会入会式・送る会 

※３月初旬の主な予定 
１日（金）       卒業証書授与式    

４日（月）～７日（木） 後期期末試験 

１１日（月）       個人写真撮影・成績発表 

※行事に関しては、変更になる可能性があります。絆メールやＨＰでお知らせしますので、常に確認をお願いしま

す。 

２年生、最後の定期試験です。

１年間の締めくくりができるよ

う、しっかりと計画を立てて、

全力で取り組んでください。 

 


